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要 旨 

概 要 

沼津市地域おこし協力隊の委嘱式を開催します（５月開始） 

お問い合わせ先 

地域振興を担う新たな人材として、地域住民等とともに地域活性化に取り組む「沼津市

地域おこし協力隊」を委嘱します。（５月開始） 

１ 日 時 令和５年５月８日（月）１３時００分から 
 

２ 場 所 沼津市役所４階 特別応接室 
 

３ 新規地域おこし協力隊員 

  今田 隼輔（いまだ しゅんすけ） ※プロフィールは別紙参照 

             高橋 建次（たかはし けんじ）※プロフィールは別紙参照 
 

４ 活動期間 令和５年５月１日から令和６年３月３１日まで 

（任期を１年ごと更新し、最長３年間の活動期間とします。） 
 

５ 活動内容 市内全域において、地域産品の情報発信及び販路拡大並びに付加価値向

上等の企画立案などに取り組みます。 
 

６ これまでの地域おこし協力隊の活動実績 

 本市では、これまでに採用した地域おこし協力隊は９人おり、このうち８人に

ついては、任期が終了し、７人はその後も市内に定住し、地域活性化に向け

た取組等を行っています。 
 

７ その他 既に１人は令和５年４月から、戸田地区における宿泊施設の利活用や、観

光資源等を活用したイベント等の実施などに取り組んでいます。 

 

沼津市役所 企画部 政策企画課 移住定住推進室 

直通：０５５－９３４－4８１３  

  



 

 

【地域産品の商品開発・販路開拓（市内全域）：２名】 

氏  名：高橋 建次（たかはし けんじ） 

出 身 地：新潟県小千谷市 

略  歴： これまで転勤を複数回し、様々な地域での生活を経験

してきた。沼津市にも観光で何度か訪れており、名産品

や地域文化に魅力を感じている。 

地域の魅力を発信し、住民の方々の生活の向上や地域

発展に貢献したいと考え、地域おこし協力隊に応募した。 

保険会社での代理店営業に関する業務の経験から学ん 

だ課題解決能力を活かし、自治体と連携しながら、データ 

分析を通じた適切な提案をしていきたいと考えている。 

 

 

氏  名：今田 隼輔（いまだ しゅんすけ） 

出 身 地：愛知県名古屋市 

略  歴： もともと自然豊かな生活環境で日常生活や子育てをした

いと思い、実家にアクセスの良い沼津市に移住したいと考

えていた。また、沼津市の地域資源には今以上に付加価値

を生み出せるポテンシャルがあると感じており、地域おこ

し協力隊として地域に新しい活力を生み出したいと考え、

応募した。 

これまでメーカーにて、事業戦略の立案やプロジェク 

ト統括を数多く担当してきた経験を活かし、地域資源を 

中心とした地域ブランド向上の取組や情報発信のコーディ 

ネートを行っていきたいと考えている。 

 

 

 


